
日本天文学会2004年秋季年会

U17c Brans-Dicke Λモデルにおけるビッグバン元素合成
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宇宙論においてEinstein方程式の解の一つである Friedmannモデルは、標準モデルと呼ばれている。しかし最
近、標準モデルにおける軽元素の理論値は観測結果と一致しない状況にある。そのため、非標準モデルにおける
ビッグバン元素合成 (BBN)の研究が行われている。
本研究では、標準モデルにスカラー場を導入した Brans-Dickeモデルに、さらに宇宙項を加えた Brans-Dicke

Λ (BDΛ)モデルを採用し、宇宙進化に与える影響を調べた。BDΛモデルは、標準モデルに比べ宇宙初期におけ
る膨張速度を変える効果があるため、BBNに大きく影響を与えることが予想される、そこで我々は、BDΛモデ
ルにおける BBNを、核反応の不定性にMonte-Carlo法を用いた手法で計算した。さらにWMAPが決定した宇
宙論パラメータのひとつであるバリオン-光子数密度比 ηと、軽元素の観測量を用いて BDΛモデルの固有なパラ
メータに対し制限を加えることを試みた。その結果、BDΛモデルは 4He, D, hWMAPの観測と矛盾しない事が
分かったので発表する。


